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放課後学習と部活動意欲との関連

河村明和（東京福祉大学）
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問題と目的

年に文部科学省より告示された学習指導

要領では，部活動は学校教育で求められる資質能

力の育成に資する活動であることが明記され，教

育課程外ではあるものの，学校教育との関連，学

習意欲との関連などが求められている。部活動と

学習意欲，スクールモラールとの関連は，先行研

究において示唆されているが（岡田， ），本研

究では，学習と部活動との関連を，先行研究では

あまり扱われていない，放課後学習との関連につ

いて検討することを目的とする。

方 法

調査時期・調査対象

年 月に質問紙による調査を行った。 県

市 中学校の生徒 名（男子 名，女子

名）を調査の対象とし，すべての項目に対し欠損

値がない有効回答者 名（男子 名，女子

名，有効回答率 ）を分析の対象とした。

測定用具

中学校を対象とした質問紙による調査を行い，

質問紙は部活動意欲尺度を使用した。これは，河

村（ ）が作成した尺度であり，部活動の意欲

を測るもので，一因子で構成されており， 項目

で測定される。項目における評定は 件法（「 ；

全くあてはまらない」から「 ；とてもあてはまる」）

であり，それぞれ単純加算により得点を算出する

ものである。

また，放課後学習の状況を確認するために，「部

活動やクラブ等の活動がある日の下校後に勉強を

していますか」の質問に対して，「 宿題も含め

て勉強をしていない， 宿題のみ実施している，

宿題がない場合でも学習をしている」の つ

の質問項目から回答を求めた。

調査手続き

本調査は，校長，学級担任に承諾を得た上で，

学級ごとに質問紙による調査を実施した。調査を

実施するにあたり，担任教員には同封されている

実施の手順，注意事項のプリントに沿ってアンケ

ートを実施することを依頼した。また，この調査

は学校の成績に関係がないこと，回答は強制では

なく回答しなくても不利益を被らないこと，回答

は担任教師を含め教職員に見られることなく，デ

ータ処理されること，個人のプライバシーは守ら

れることをフェイスシートに明記し，調査参加者

にも伝えるよう依頼した。そして，アンケートを

回収する際は，回収用の封筒に生徒が回答したア

ンケートを入れ，その場で密封し，生徒に余計な

不安を与えることがないように配慮した。なお，

本調査にあたっては，調査校を管轄する教育委員

会と著者が所属していた大学との間で協定を締結

し，調査研究の内容については，大学の倫理委員

会の審査を受け，承認を得た。以上の手続きを行

った上で，学年，組，性別，出席番号の記入を求

め，これらの情報を基にデータの照合を行い，

を使用し，統計処理を行った。

結果と考察

結果として，放課後学習の つの群と部活動意

欲での一要因分散分析では，「宿題以外にも学習を

行っている」と回答した生徒は，「宿題を含め勉強

をしていない」「宿題のみを行っている」と回答し

た生徒よりも部活動意欲の得点が有意に高いこと

が確認された（ ）。

以上の結果から，先行研究において，学習意欲

と部活動意欲との関連が示唆されているように，

放課後学習においても，部活動意欲との関連が示

唆された。しかし，本研究は，調査の対象が 校

であることや，放課後学習と部活動意欲にどのよ

うな関連があるのかまでは検討が行えていないた

め，今後の課題としたい。
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Table1 放課後学習の状況と部活動意欲での一要因分散分析結果

1 2 3 F 値 多重比較

(n =4) (n =73) (n =97) (2,171)

15.00 17.88 18.25 5.49* 3>1,2

(1.83) (2.16) (1.84)

上段：平均値　下段：標準偏差　*p <.05
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ポストモダンにおける大学生の成長モデルと
時間的展望獲得に関する探索的研究（ ）
―大学生活充実度尺度 によるクラスタ分析と

大学帰属感尺度 の比較―
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問題と目的

筆者らは，「大きな物語」を喪失し，価値観が多

様化したポストモダンを生きる現代大学生にとっ

ての成長を把握することを目的として，心理学を

専攻する女子大学生を対象に 年間のインタビュ

ーと調査を実施してきた。その結果，彼女らの変

容パターン（成長モデル）として，「日常享楽」群

（交友関係を中心に日常を「楽しく」過ごすが，

長期的な展望や自己の成長の実感に乏しい），「日

常学業充実」群（将来への不安が低く，専門的な

学びを楽しんで大学生活全体を充実したものと捉

える），「不安切迫」群（将来への不安や焦りが高

く，今現在の学業や自分についての満足・成長の

実感に乏しい）の 群を抽出し，その特徴につい

て検討してきた（川上他， ， ；佐久田他，

， 等）。一方で，「交友満足」「学業満足」

「不安のなさ」「大学へのコミットメント」の 因

子から構成される大学生活充実度尺度の開発を重

ねてきた（最新の尺度は ；佐久田他，投

稿中）。本研究では， の 因子のデータ

を用いて学生をクラスタに分け，成長モデル 群

との比較を行う。その上で，各クラスタの大学に

対する帰属感を比較する。

方 法

調査対象者および調査時期

年 月～ 年 月，近畿圏の女子大

学で心理学を専攻する大学 年生 名（平均年

齢 歳，標準偏差 ）に調査が実施された。

調査内容

大学生活充実度尺度（ ）および大学へ

の帰属感尺度 （奥田他， ）を実施した。

結果と考察

まず， の 下位因子尺度得点を投入し

て階層的クラスタ分析（ 法）を行い，回答者

を クラスタに分類した（ ）。第 クラス

タ（ 名）は全体的に が低いクラスタ

であり，学生生活全般に充実を感じていない群で

ある。第 クラスタ（ 名）は，全体的に

が高いクラスタであり，学生生活が充実してい

る。第 クラスタ（ 名）は交友満足が高く，不

安も感じていないが，学業満足は低くなっている。

すなわち，大学における学業には充実感を得ては

いないが，大学生活そのものに対しては，おそら

く交友満足に支えられてポジティブに捉えている

群であると考えられる。第 クラスタ（ 名）は，

第 クラスタとは逆に，学業満足や大学へのコミ

ットメントは高い一方で交友満足，不安のなさが

低い。すなわち学業の場としての大学には充実感

を得ているが，友人関係には期待が持てず，不安

も高い群である。先行研究との関連で考えると，

第 クラスタが「日常学業充実」群，第 クラス

タが「日常享楽」群に対応すると考えることがで

きる。一方で，「不安切迫」群は，本研究において

第 ，第 クラスタに分離されたとも考えられる。

すなわち不安切迫に至る道筋には，大学生活全般

に充実感が感じられない第 クラスタのような状

態と，学問の府としての大学に期待を維持しつつ，

不安が高まる状態とがある可能性が示唆される。

これら クラスタについて，群ごとに の

得点を比較した（ ）。一元配置分散分析の

結果，クラスタ間の 得点の差は ％水準

で有意であった（ η

）。 法による多重比較の結果，第

クラスタで最も 得点が高く，次いで第 ク

ラスタおよび第 クラスタ，最も 得点が低

いのは第 クラスタであることが示された。

各クラスタの 下位尺度得点

（各得点は 得点）

各クラスタの 得点 

 

注） は標準誤差 

クラスタ

第 クラスタ 第 クラスタ 第 クラスタ 第 クラスタ

交友満足 学業満足 不安のなさ コミットメント
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